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自生種回復緑化工法
森林表土を利用した生態系の保全
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自生種回復緑化工法
森林表土を利用して自生植物による緑化を図る、森林表土利用工

　自生種回復緑化工法は、埋土種子を含んだ森林表土（落葉層を含んだA0 層および A層）を容易に採取する技術と、
耐浸食性の高い法面緑化工法とを組み合わせた、生物多様性の保全に対応した自然回復型の緑化工法です。
　埋土種子を利用することで、従来から多用されてきた外来植物などの他地域からの植物材料を使用せず、地域の植
生を回復させることができます。

| 表土

　一般的に森林土壌の最上層にある土壌のことを
いい、植物の生育に必要な養分を含む土壌に加え
て、植物の種子や落葉、微生物等によって分解さ
れた有機物等を含んでいます。
　自生種回復緑化工法では、落葉・落枝を含めて
表土を集積・改良し、植生基盤として利用します。

| 緑化基礎工

　植生工安定のため、
金網などを敷設しま
す。

| 植生工

　植生基盤材を吹き
付けします。

| 施工事例

　施工後１年経過

| 発生した
  主 な 木 本 植 物

　・キリ

　・アカメガシワ

| 埋土種子

　土の中で発芽能力を保持したまま埋もれている
種子のことです。ものによっては、何十年も土の
中で発芽能力を保持するものもあります。
　自生種回復緑化工法による緑化では、埋土種子
の発芽に期待しています。

←埋土種子を含む表土

| 表土運搬

　不整地運搬車などで収集した表土を、プラン
トや保管場所まで運搬します。

←表土運搬作業

| 表土集積

　圧縮空気を利用したリターショベル
で表面の落葉・落枝、表土をほぐし、
集積します。
※大面積や平地ではバックホウ、小規模であれば
ジョレンやクマデの利用も可能です。

←表土集積作業

６つの特長

標準的な基盤材配合（1m3当り）
区 分   植 生 基 材 タイプ     客 土 吹 付 タイプ

       （ 盛 土 法 面 用 ）

  （ 材 料 ）    （ 数 量 ）   （ 材 料 ）    （ 数 量 ）

生 育 基 盤 材  リ ター シー ド  2 0 0 ℓ   リ ター シー ド  2 0 0 ℓ

  （ 改 良 済 み 表 土 ）     （ 改 良 済 み 表 土 ）

  植 生 基 盤 材   1 8 0 0 ℓ   細 粒 バ ー ク   1 0 0 0 ℓ

養 生 材   ―    ―   木 質 ファイバ ー   4 0 kg

肥 料   緩 効 性 肥 料   2 kg  緩 効 性 肥 料   2 kg

接 合 材   高 分 子 系 樹 脂   1 ～ 2 kg 高 分 子 系 樹 脂   6 kg

  （ 粉 末 マ ル チタイプ ）    （ 液 体 ）

水   清 水    適 量   清 水    適 量

１・森林表土中に含まれる埋土種子を使用し、外来植物を使用しません。

２・埋土種子量が多い、落葉・落枝を含む森林表土最上部層を利用できます。

３・採取条件に合わせた表土採取システムで、容易に森林表土を採取できます。

４・森林表土は吹付に適した土壌構造へ改良、吹付時のホース閉塞がありません。

５・植生工には、建設発生土を利用したリサイクル緑化工法の選定も可能です。

６・施工はモルタルガンによる一般的な吹付主体で、特別な機械が不要です。

| 表土改良

　リターミキサーを利用して表土を改良し、吹
付や搬送に適した土壌へ改良します。

←リターミキサーによる表土改良例
　（左 : 改良後、右：改良前（落葉混じり））


